












要約

 乳幼児の成長、発達の過程において、 命にはかかわらない程度の事故は、 生活の場で

ある家庭内において起こる事が多い。それら事故を予防するには、家庭内でどの程度安全

に関する注意が払われているものか把握する事が必要である。それら安全に関する注意を

調査するため、保健所、保健センターの乳児健診  1 才半健診、 3 才児健診来所者の保護

者に対してアンケート調査を行った。回収率は 71.2～77.4%であり、医療機関を受診する

ほどの事故にあった例が乳児で 3.3%、 1 才半  20.0%、 3 才  14.5%と増加していた。 生

活の場で充分注意している事と、注意が不充分な事が明らかとなったので、この結果を今

後の事故予防に役立てるために、指導する項目をまとめ、チェックリストを作成し健診の

場での集団指導、個別保健指導において、活用していきたい。


